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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線ネットワーク（１００）において信号測定を管理する方法であって、前記無線ネッ
トワークは、前記ネットワークにおいて少なくとも１つのタイプの測定を実行するように
適合された少なくとも１つの局と、前記タイプの測定を処理する集中測定マネージャ（Ｃ
ＭＭ）ユニット（１０１）とを備え、
　前記方法は、
　前記ＣＭＭユニットが、前記局（１０２）に対し前記タイプの測定を実行するように要
求する測定要求メッセージ（２０１）を送信するステップであって、前記測定要求メッセ
ージはトリガ情報（３０４、５０１、６０１～６０２）を含むステップと、
　前記局が、前記測定要求メッセージ（２０１）を受信すると、前記タイプの測定を実行
する（２０２）とともに、対応する測定結果を取得する（２０３）ステップと、
　前記トリガ情報に基づき、前記測定結果の少なくとも一部が前記ＣＭＭユニットに送信
されるべきか否かを判断するステップ（２０４）と、
　送信されるべきである場合、前記局が、前記測定結果の前記少なくとも一部を前記ＣＭ
Ｍユニットに送信するステップと
を含み、
　前記トリガ情報（６０１～６０２）は、閾値密度値（６０１）と閾値数（６０２）とを
さらに含み、
　前記局は、複数の電力値の範囲の各々につき１つの密度レベルを計算し、
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　前記局は、合計値を計算するための合計計算を実行し、
　前記局は、前記合計計算において、前記複数の電力値の範囲のうち最も高い電力値に係
る範囲を開始範囲として決定し、
　前記局は、前記合計計算において、前記開始範囲から開始して、電力値の降順に、電力
値の範囲のそれぞれに対応する密度レベルを順次加算してゆき、
　前記局は、合計値が前記閾値密度値以下である間、前記合計計算を継続し、
　前記局は、前記合計計算において加算された密度レベルの数と前記閾値数との比較に基
づき、前記対応する測定結果を前記ＣＭＭユニット（１０１）に送信するべきか否かを判
断する、
無線ネットワークにおいて信号測定を管理する方法。
【請求項２】
　前記測定は、所与のチャネルが所与の持続時間のあいだビジーである期間を確定するス
テップを含み、
　前記トリガ情報（５０１）は閾値をさらに含み、
　前記局は、前記閾値と前記対応する測定結果との比較に基づき、前記対応する測定結果
を前記ＣＭＭユニットに送信することを決定する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記無線ネットワークは、ＩＥＥＥによって標準化される８０２．１１ｈプロトコルに
基づく、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　無線ネットワーク（１００）において測定を管理するために集中測定マネージャ（ＣＭ
Ｍ）ユニット（１０１）と協働するように適合された局（１０２）であって、
　前記局は、
　測定のタイプを指示し、且つトリガ情報（３０４、５０１、６０１～６０２）を含む測
定要求メッセージ（２０１）を受信するように適合されたインタフェースユニット（７０
１）と、
　前記測定要求メッセージ（２０１）を受信すると、指示されたタイプの測定を実行し（
２０２）、対応する測定結果を提供するように適合された測定ユニット（７０２）と、
　前記トリガ情報に基づき、前記測定結果の少なくとも一部が前記ＣＭＭユニットに送信
されるべきか否かを判断するように適合され、且つ、送信されるべきである場合、前記Ｃ
ＭＭユニットに前記測定結果の前記少なくとも一部を送信することを処理するように適合
された判断ユニット（７０３）と
を具備し、
　前記トリガ情報（６０１～６０２）は、閾値密度値（６０１）及び（６０２）を指示し
、
　前記測定ユニットは、複数の電力値の範囲の各々につき１つの密度レベルを計算し、
　前記測定ユニットは、合計値を計算するための合計計算を実行し、
　前記測定ユニットは、前記合計計算において、前記複数の電力値の範囲のうち最も高い
電力値に係る範囲を開始範囲として決定し、
　前記測定ユニットは、前記合計計算において、前記開始範囲から開始して、電力値の降
順に、電力値の範囲のそれぞれに対応する密度レベルを順次加算してゆき、
　前記測定ユニットは、合計値が前記閾値密度値以下である間、前記合計計算を継続し、
　前記判断ユニットは、前記合計計算において加算された密度レベルの数と前記閾値数と
の比較に基づき、前記対応する測定結果を送信することを決定するよう適合される、
局。
【請求項５】
　前記測定ユニットは、異なるサブタイプの測定を含む測定を実行するように適合され、
　前記トリガ情報（３０４）は、各々が１つのサブタイプに関連する複数のビット（４０
１～４０４）を含むバイナリマスクを有することにより、前記異なるサブタイプのうちか
ら選択される少なくとも１つのサブタイプを指示し、
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　前記判断ユニット（７０３）は、前記測定結果が所与の値に等しい場合、前記測定結果
の、前記選択されたサブタイプに対応する部分を前記ＣＭＭユニット（１０１）に送信す
ることを決定するように適合される、請求項４に記載の局。
【請求項６】
　前記測定ユニットは、所与のチャネルが所与の測定持続時間のあいだビジーである期間
を確定するステップを含む測定を実行するように適合され、
　前記判断ユニットは、前記トリガ情報（５０１）において指示される閾値と前記対応す
る測定結果との比較に基づき、前記対応する測定結果を前記ＣＭＭユニット（１０１）に
送信することを決定するように適合される、請求項４又は５に記載の局。
【請求項７】
　無線ネットワーク（１００）において測定を処理するように適合された集中測定マネー
ジャ（ＣＭＭ）ユニットであって、前記無線ネットワークは、前記ネットワークにおいて
少なくとも１つのタイプの測定を実行するように適合された少なくとも１つの局（１０２
）を備え、
　前記ＣＭＭユニットは、対応する測定結果を提供するように前記タイプの測定を実行す
るよう要求するために、前記局に測定要求メッセージ（２０１）を送信するように適合さ
れたインタフェースユニット（８０１）を具備し、
　前記要求メッセージはトリガ情報（３０４、５０１、６０１～６０２）を含み、
　前記トリガ情報（３０４、５０１、６０１～６０２）に基づき、前記局は、前記対応す
る測定結果の少なくとも一部が前記ＣＭＭユニットに送信されるべきか否かを判断し、
　前記トリガ情報（６０１～６０２）は、閾値密度値（６０１）と閾値数（６０２）とを
さらに含み、
　前記局は、複数の電力値の範囲の各々につき１つの密度レベルを計算し、
　前記局は、合計値を計算するための合計計算を実行し、
　前記局は、前記合計計算において、前記複数の電力値の範囲のうち最も高い電力値に係
る範囲を開始範囲として決定し、
　前記局は、前記合計計算において、前記開始範囲から開始して、電力値の降順に、電力
値の範囲のそれぞれに対応する密度レベルを順次加算してゆき、
　前記局は、合計値が前記閾値密度値以下である間、前記合計計算を継続し、
　前記局は、前記合計計算において加算された密度レベルの数と前記閾値数との比較に基
づき、前記対応する測定結果を前記ＣＭＭユニット（１０１）に送信するべきか否かを判
断する、
集中測定マネージャ（ＣＭＭ）ユニット。
【請求項８】
　無線ネットワーク（１００）において測定を管理するシステムであって、
　請求項４～６のいずれか一項に記載の少なくとも１つの局（１０２）と、請求項７に記
載の集中測定マネージャ（ＣＭＭ）ユニット（１０１）とを具備する、無線ネットワーク
において測定を管理するシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　　［発明の背景］
１．技術分野
　本発明は、包括的には通信ネットワークに関し、特に無線ネットワークにおいて信号測
定を管理する方法に関する。
【０００２】
２．関連技術
　無線ネットワークは、種々の送信問題にさらされたシステムである。こうした問題が発
生する時、いくつかの送信特性、たとえば送信周波数又は送信電力レベルを変更する等、
適合した措置を講ずることができることが重要である。
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【０００３】
　より明確には、所与のシステムの所与の送信チャネルが、同じシステムの又は別のシス
テムの異なる送信チャネルを妨害する場合がある。この種の問題は、たとえば、送信電力
レベルが高すぎることからもたらされる可能性がある。実際には、所与のチャネルでのデ
ータ送信が高すぎる送信電力レベルで実行される場合、別のチャネルで実行されるデータ
送信が妨害される可能性がある。
【０００４】
　さらに、こうした無線ネットワークは、一般に、いくつかの規制要件を満たすことが期
待される。このため、たとえば、ヨーロッパにおける５ＧＨｚ帯域での動作は、いくつか
の送信特性に関し、無線カバー範囲（radio covering）及び異なるネットワークの相互接
続を調和させるために、いくつかの規制要件に従わなければならない。
【０００５】
　したがって、無線ネットワークでは、特に予測された送信品質レベルでデータ送信を提
供するため、且つ／又はデータ送信をいくつかの規制要件に従わせるために、所与のデー
タ送信に対しいくつかの送信特性を正しく適合させることが重要である。
【０００６】
　こうした適合は、局(station)レベルで実行される信号測定に基づくことができる。従
来、局は、所与の送信チャネルに対しこうした信号測定を実行することができる。
【０００７】
　測定方式によっては、無線ネットワークにわたり集中的な管理が必要である。たとえば
、無線ネットワークにおけるノイズレベルに対応する測定値を得るためには、局が所定期
間中に送信を許可されないようにするために、ネットワークにわたって局を同期させるこ
とが有用な場合がある。そして、無線ネットワークにおけるノイズレベルの測定に基づき
、送信電力レベル又は送信周波数等、いくつかの送信特性を適応させることが可能である
。
【０００８】
　集中測定アーキテクチャに基づく無線ネットワークでは、一般に局は、それらの測定の
結果に対応する測定報告を集中化エンティティ(centralised entity)に送信する。これら
の測定報告を集中化エンティティに送信するこのステップでは、主に、ネットワークに測
定を実行することが期待される局が多数ある場合、重要な送信帯域幅が消費される可能性
がある。さらに、時間に正確な測定を行うために測定が頻繁に要求される場合、送信帯域
幅の消費は増大する。
【０００９】
　したがって、測定報告を送信するステップにより、帯域幅が大きく消費される可能性が
ある。上述したことに鑑みて、集中測定アーキテクチャでは、無線ネットワークにおいて
局レベルで実行される、多数の局に対して時間に正確な測定を提供するとともに、測定報
告の送信に関連する帯域幅の消費を低減することが必要とされている。
【００１０】
　　［発明の概要］
　したがって、第１の態様では、本発明は、無線ネットワークにおいて信号測定を管理す
る方法であって、無線ネットワークはそのネットワークにおいて少なくとも１つの所与の
タイプの測定を実行するように適合された少なくとも１つの局と、こうした測定を処理す
る集中測定マネージャ（Centralised Measurement Manager）（ＣＭＭ）ユニットとを備
える、方法を提供する。
【００１１】
　本方法は、
　ＣＭＭユニットが、局に対し所与のタイプの測定を実行するように要求する測定要求メ
ッセージを送信するステップであって、要求メッセージはトリガ情報を含むステップと、
　局が、測定要求メッセージを受信すると、所与のタイプの測定を実行するとともに、対
応する測定結果を取得するステップと、
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　トリガ情報に基づき、測定結果の少なくとも一部がＣＭＭユニットに送信されるべきか
否かを判断するステップと、
　送信されるべきである場合、局が、測定結果の対応する部分をＣＭＭユニットに送信す
るステップと
を含む。
【００１２】
　所与のタイプの測定は、異なるサブタイプの測定を含むことができる。
【００１３】
　この場合、トリガ情報は、異なるサブタイプのうちから選択される少なくとも１つのサ
ブタイプを指す。局は、選択されたサブタイプに対応する測定結果のその部分をＣＭＭユ
ニットに送信することを決定することができる。
【００１４】
　一実施の形態では、トリガ情報は、複数のビットを含むバイナリマスクを含み、ビット
の各々は、１つのサブタイプに関連し、且つ関連するサブタイプが測定結果を送信するこ
とを決定するようにみなされるべきか否かを指示する。
【００１５】
　この場合、たとえば、サブタイプに対応する測定結果は、０又は１に等しくてもよい。
このため、こうした測定を実行した後、対応する結果をバイナリマスクにおける関連する
ビットの値と比較することが可能である。そして、測定結果は、この結果及びバイナリマ
スクにおける関連するビットの値が１に等しい場合、ＣＭＭユニットに送信される。
【００１６】
　測定は、所与のチャネルが所与の測定期間内にビジーである時間を確定するステップを
含んでもよい。この場合、トリガ情報は、閾値をさらに含む。このため、局は、閾値と対
応する測定結果との比較に基づき、対応する測定結果をＣＭＭユニットに送信することを
決定することができる。
【００１７】
　測定のタイプは、複数の電力値の範囲の各々につき１つの密度レベルを計算するステッ
プを含んでもよい。この場合、トリガ情報は、閾値密度値と閾値数とをさらに含む。
【００１８】
　そして、局は、計算された密度レベルについて、その合計値が閾値密度値以下である間
これを合計することにより、合計値を計算する。ここで、合計されるべき計算された密度
レベルは、所与の規則に従って、計算された密度レベルのうちから選択される。こうして
、局は、合計された密度レベルの数と閾値数との比較に基づき、対応する測定結果をＣＭ
Ｍユニットに送信するべきか否かを判断することができる。
【００１９】
　電力値の範囲が電力値の昇順でソートされる場合、最高の電力値の範囲に対応する密度
レベルから開始して、その合計値が閾値密度値以下である間、電力値の範囲を下降しつつ
、計算された密度レベルのうちから合計されるべき密度レベルを選択することができる。
【００２０】
　測定要求メッセージは、測定が実行されるべき送信チャネルと、測定開始時刻と、測定
期間とを指示する情報をさらに含むことができる。
【００２１】
　無線ネットワークが複数のタイプの測定を管理するように適合される場合、測定要求メ
ッセージは、複数のタイプのうちから選択される測定の１タイプを指示する、測定タイプ
の識別情報(identification)を含むことができる。
【００２２】
　無線ネットワークは、ＩＥＥＥによって標準化される８０２．１１ｈプロトコルに基づ
いてもよい。
【００２３】
　ＣＭＭユニットを、局と同一場所に配置することができる。
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【００２４】
　上で定義したような方法により、ＣＭＭユニットは、局からＣＭＭユニットに送信され
る情報の量を、トリガ情報に基づいて重要性のあるもののみに限定する一方で、局におい
て測定を実行するように要求することができる。このため、局が要求された測定を実行し
た場合、この局は、ＣＭＭユニットにいかなる情報も送信されるべきではないか、一部の
情報が送信されるべきか、すべての情報が送信されるべきかを判断することができ、こう
した判断は、トリガ情報に基づいて実行される。したがって、いくつかの条件が満たされ
ない場合、局は、測定結果を送信しないことを決定することができる。
【００２５】
　このように、測定結果送信に関連する帯域幅の消費を抑制しながら、ネットワークの品
質レベルを正確に観察することが可能である。
【００２６】
　本発明の第２の態様は、無線ネットワークにおいて測定を管理するために集中測定マネ
ージャ（ＣＭＭ）ユニットと協働するように適合された局を提供する。
　この局は、
　測定のタイプを指示し、且つトリガ情報を含む測定要求メッセージを受信するように適
合されたインタフェースユニットと、
　測定要求メッセージを受信すると、指示されたタイプの測定を実行し、対応する測定結
果を提供するように適合された測定ユニットと、
　トリガ情報に基づき、測定結果の少なくとも一部がＣＭＭユニットに送信されるべきか
否かを判断するように適合され、且つ、送信されるべきである場合、ＣＭＭユニットに測
定結果の対応する部分を送信することを処理するように適合された判断ユニットと
を具備する。
【００２７】
　測定ユニットを、異なるサブタイプの測定を含む測定を実行するように適合させること
ができる。この場合、トリガ情報は、異なるサブタイプのうちから選択される少なくとも
１つのサブタイプを指すことができる。さらに、判断ユニットを、選択されたサブタイプ
に対応する測定結果のその部分をＣＭＭユニットに送信することを決定するように適合さ
せることができる。
【００２８】
　一実施の形態では、測定ユニットは、所与のチャネルが所与の測定期間内にビジーであ
る時間を確定するステップを含む測定を実行するように適合される。この場合、判断ユニ
ットは、トリガ情報において指示される閾値と対応する測定結果との比較に基づき、対応
する測定結果をＣＭＭユニットに送信することを決定するように適合される。
【００２９】
　一実施の形態では、測定ユニットは、複数の電力値の範囲の各々につき１つの密度レベ
ルを計算するステップを含む測定を実行するように適合され、トリガ情報は、閾値密度値
と閾値数とを指示する。
【００３０】
　この場合、測定ユニットは、選択された計算された密度レベルについて、その合計値が
閾値密度値以下である間これを合計することにより、合計値を計算することができ、合計
されるべき計算された密度レベルは、所与の規則に従って、計算された密度レベルのうち
から選択される。このため、判断ユニットを、合計された密度レベルの数と閾値数との比
較に基づき、対応する測定結果を送信することを決定するように適合させることができる
。
【００３１】
　所与の送信チャネルに対する測定を、所与の開始時刻で開始し、且つ所与の期間中に実
行するように、測定ユニットを適合させることができ、所与のチャネル、所与の開始時刻
及び所与の期間は測定要求メッセージにおいて指示される。
【００３２】
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　本発明の第３の態様は、無線ネットワークにおいて測定を処理するように適合された集
中測定マネージャ（ＣＭＭ）ユニットであって、無線ネットワークは、ネットワークにお
いて少なくとも１つの所与のタイプの測定を実行するように適合された少なくとも１つの
局を備える、ＣＭＭユニットを提供する。このＣＭＭユニットは、対応する測定結果を提
供するように所与のタイプの測定を要求するために、局に測定要求メッセージを送信する
ように適合されたインタフェースユニットを具備する。要求メッセージはトリガ情報を含
み、このトリガ情報に基づき、局は、対応する測定結果の少なくとも一部が当該ＣＭＭユ
ニットに送信されるべきか否かを判断する。
【００３３】
　本発明の第４の態様は、本発明の第２の態様による少なくとも１つの局と、本発明の第
３の態様による集中測定マネージャ（ＣＭＭ）ユニットとを具備する、無線ネットワーク
において測定を管理するシステムを提供する。
【００３４】
　本発明のさらなる特徴及び利点は、以下の説明からより明らかとなろう。以下の説明は
、単に例として示されており、添付図面に関連して読まれるべきである。
【００３５】
　　［好ましい実施形態の説明］
　本発明は、無線ネットワークにおいて信号測定を管理する方法と、局と、こうした方法
を実行する集中測定管理と、を提供する。
【００３６】
　図１は、複数の局１０２とＣＭＭユニット１０１とを備える、本発明の一実施形態によ
る無線ネットワーク１００を示す。こうしたネットワークは、ネットワークにおける異な
る局に対する測定のトリガを同期させることができるように、測定目的を処理する集中化
エンティティを備えることが好ましい。
【００３７】
　本発明の一実施形態は、ＩＥＥＥとして既知の電気電子学会（Institute of Electrica
l and Electronics Engineers）によって規定される８０２．１１規格に基づく通信プロ
トコルスタックを含む局を備える無線ネットワークに関連する。無線ネットワーク１００
では、ＣＭＭユニット１０１が、ネットワークにおける送信特性に関する決定を行うため
に測定結果を集中化することを管理する。
【００３８】
　当然ながら、本発明の範囲は、他のタイプのネットワークに対するアプリケーションと
ともに、通信プロトコルレイヤの任意のスタックに対するアプリケーションを包含する。
しかしながら、より理解されるために、以下の説明は、ＩＥＥＥの８０２．１１規格に基
づくネットワークに適用する。より明確には、以下の説明は、２００３年１０月１４日付
けのＩＥＥＥの８０２．１１ｈに基づくネットワークに適用される。
【００３９】
　この後者の規格は、電磁送信に関するヨーロッパ規格に対する８０２．１１規格の適応
に対応する。ＩＥＥＥ８０２．１１ｈは、システムが送信電力制御（Transmit Power Con
trol）（ＴＰＣ）能力及び動的周波数選択（Dynamic Frequency Selection）（ＤＦＳ）
能力を得るために必要なプロトコルを定義することを目的とするＩＥＥＥ８０２．１１規
格の改正である。ＴＰＣ能力は、送信電力を、宛先ユーザに対して十分な受信電力を保証
するために必要な最小値に制限する。ＤＦＳは、他のシステム、特にレーダシステムとの
干渉を最小限にするためにアクセスポイントにおける無線チャネルを選択する。
【００４０】
　ＣＭＭユニットを、ソフトウェアにより且つ／又はハードウェアによりネットワークに
おける任意のタイプのエンティティで／エンティティ内で実施する(implement)ことがで
きる。たとえば、ＣＭＭユニットを、アクセスポイントで／アクセスポイント内で、又は
一般には任意の局で実施することができる。ＣＭＭユニットは、１つの局又は局のグルー
プに対し信号測定を行うように要求することを管理することが好ましい。
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【００４１】
　測定結果に基づき、例えば干渉レベルが非常に高いものとしてみなされる場合、又は無
線帯域の主ユーザ（レーダ等）が検出された場合、周波数切替えのような適当な動作を行
うことが可能である。
【００４２】
　一般に、無線ネットワークは、複数のセルを備える。この場合、セル内に位置する局の
測定を管理するために、１つのＣＭＭユニットが１つの所与の対応するセルに対して専用
であることが好ましい。
【００４３】
　図２は、本発明の一実施形態による、ＣＭＭユニット１０１と、複数の局の中の１つの
局１０２とのメッセージ交換を示す。
【００４４】
　最初に、ＣＭＭユニット１０１が局１０２に対し測定要求メッセージ２０１を送信する
。こうしたメッセージは、局に対して測定を要求するために送信される。当然ながら、そ
れをいくつかの局に同時に送信することができる。１つの局１０２に関する下記の方法と
同じ方法を、ネットワークの異なる局に同時に適用してもよい。
【００４５】
　こうしたメッセージは、局において実行されることが予測される測定のタイプを指示す
ることが好ましい。それはまた、指示されたタイプの測定が行われるべき送信チャネルも
指示することができる。
【００４６】
　本発明の一実施形態によれば、この要求メッセージはトリガ情報を含む。
【００４７】
　局１０２は、この要求メッセージを受信すると、要求メッセージにおいて指示される開
示時刻及び持続時間が存在する場合はそれを考慮して、測定要求メッセージにおいて指示
される測定タイプに対応する測定を実行することが好ましい。図２では、それをステップ
２０２に示す。
【００４８】
　この測定の最後に、局１０２はステップ２０３において測定結果を取得する。
【００４９】
　そして、局１０２は、要求メッセージ２０１で受信されたトリガ情報に基づいて、測定
結果の少なくとも一部が送信されることが期待されるか否かを判断する。
【００５０】
　この判断に応じて、ステップ２０４において、測定結果又は測定結果の少なくとも一部
がＣＭＭユニットに送信されるか、又はいかなる測定結果も送信されない。
【００５１】
　局１０２は、測定結果の少なくとも一部を送信することを決定すると、対応するメッセ
ージ２０５をＣＭＭユニット１０１に送信する。このメッセージには、測定結果の一部が
含まれる。
【００５２】
　こうした状況において、トリガ情報に応じて、ＣＭＭユニット１０１にいずれの測定結
果も送信されるべきではないか、測定結果の一部のみを送信するべきか、又は測定結果全
体を送信するべきかを選択することによって、測定結果の送信に関する帯域幅消費が制限
されることが有利である。
【００５３】
　図３～図６は、測定要求メッセージの種々のフォーマットを示す。これらの例示的なメ
ッセージフォーマットは、局１０２が要求された測定を実行するように期待されるチャネ
ル識別又はチャネル番号に対応する第１のフィールド３０１を含む。それらは、測定が開
始されることが期待される時刻を示す第２のフィールド３０２をさらに含む。第３のフィ
ールド３０３は、この要求された測定の持続時間に対応する。さらに、少なくとも一つの



(9) JP 4880351 B2 2012.2.22

10

20

30

40

50

第４のフィールドはトリガ情報を示す。
【００５４】
　このトリガ情報は、有利には、要求される測定のタイプによって決まることが可能であ
る。図３～図６の各図は、例示的な所与のタイプの測定を示す。
【００５５】
　ネットワークにおいて複数のタイプの測定が管理される場合、測定要求メッセージは、
局が要求されたタイプの測定を処理することができるようにするために、局において開始
されるべき測定のタイプの識別をさらに含むことができる。
【００５６】
　図３は、異なるサブタイプの測定に対応する或るタイプの測定に特に適合されたメッセ
ージフォーマットを示す。このように、たとえば、要求された測定は、隣接するセルを検
出するための第１のサブタイプの測定と、隣接するネットワークを検出するための第２の
サブタイプの測定と、未確認信号を検出するための第３のサブタイプの測定と、レーダ信
号を検出するための第４のサブタイプの測定とに対応することができる。一実施形態では
、対応する測定結果は、たとえば失敗した検出に関する否定の結果を示すように０に等し
いか、又は成功した検出に関する肯定の結果を示すように１に等しい。
【００５７】
　この場合、トリガ情報は、有利には、検出が成功した場合に、局１０２によって測定が
実行された後に、いずれのサブタイプの測定が送信されるように要求されるかに関する情
報を提供することができる。
【００５８】
　このように、局１０２は、この要求メッセージを受信すると、フィールド３０２におい
て指示される開始時刻に、且つフィールド３０３において指示される期間中に、測定を実
行する。したがって、この測定の終了時に、局１０２は、サブタイプの各々に関する測定
結果を提供することができる。言い換えれば、局１０２は、隣接するネットワークが検出
されたか否か、隣接するネットワークが検出されたか否か、未確認信号が検出されたか否
か、レーダが検出されたか否かを判断することができる。
【００５９】
　測定の終了時に、トリガ情報に基づき、局は、いずれの要求されたサブタイプが肯定的
な結果に対応するかを検査し、送信されるべき測定結果の部分を確定することができる。
【００６０】
　ＣＭＭユニットは、有利には、測定要求メッセージにおいて測定結果の一部のみを要求
するために、閾値マスクを含むトリガ情報を送信することができる。この場合、各サブタ
イプは、マスクのビットに対応することができ、そして、たとえば、ビットが１に設定さ
れる場合、それは、対応するサブタイプの測定値が肯定的な結果の場合に送信されること
が要求されていることを意味する。したがって、局は、その測定を終了すると、測定結果
のいずれの部分が送信されるように期待されるかを判断するために、いずれのビット（複
数可）が１に設定されているか、及びいずれの要求されたサブタイプが肯定的な結果に対
応するかを検査する。こうしたトリガ情報は、フィールド３０４に含まれる。
【００６１】
　当然ながら、こうしたトリガ情報をいくつかのフィールドにおいて送信することができ
る。
【００６２】
　図４は、本発明の一実施形態における例示的な閾値マスクフィールドを示す。このバイ
ナリマスクは、図３に関して上述したように、第１のサブタイプに対応する第１のビット
４０１と、第２のサブタイプに対応する第２のビット４０２と、第３のサブタイプに対応
する第３のビット４０３と、第４のサブタイプに対応する第４のビット４０４とを有する
ことが好ましい。
【００６３】
　図５は、別のタイプの測定に対応する別のメッセージフォーマットを示す。このタイプ
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の測定の目的は、媒体がビジーであると検知される時間のパーセンテージを与えることで
ある。
【００６４】
　したがって、局は、第３のフィールド３０３において指示される測定期間中に第１のフ
ィールド３０１において指示されるチャネルにおけるビジー時間に対応する期間を確定す
る。対応する測定結果は、時間の割合(fraction of time)で表されることが好ましい。
【００６５】
　この場合、メッセージフォーマットは、トリガ情報フィールド５０１を含む。このフィ
ールドは、有利には、時間の割合に対応する閾値を含むことができる。このため、局は、
この結果が閾値より高い場合にのみ、測定結果をＣＭＭユニット１０１に送信するように
要求される。こうした閾値は、測定結果がそれを下回ると重要性のある(relevent)結果と
みなされないような限界であることができる。
【００６６】
　したがって、局は、測定結果をＣＭＭユニット１０１に送信する前に、その測定結果が
閾値に関して重要性があるか否かを判断することができる。
【００６７】
　図６は、別のタイプの測定に対応する別のメッセージフォーマットを示す。このタイプ
の測定では、目的は、フィールド３０２において指示される開始時刻からフィールド３０
３において指示される期間中に、フィールド３０１において指示されるチャネルで局によ
って受信される信号電力のヒストグラムを提供することである。
【００６８】
　たとえば、この目的を達成するために、確定した広い電力範囲は、複数のＮ個の連続し
た確定電力値範囲（ｉ＝０～Ｎ－１に対してＰｒａｎｇｅ［ｉ］と示す）に分割され、局
１０２は、この複数の範囲のうちの各電力値範囲に対し電力密度値を計算することができ
る。Ｎは、厳密に正(strictly positive)である整数である。こうした条件において、局
は、このタイプの測定を要求するメッセージを受信すると、各確定電力範囲に対し電力密
度値を計算する。
【００６９】
　この場合、有意な数の有意な電力値範囲が有意な密度レベルを有する場合にのみ測定結
果を送信することが特に有利である。
【００７０】
　このため、本発明の一実施形態では、Ｎ＿Ｔｈと示す閾値数と、Ｄｅｎｓｉｔｙ＿Ｔｈ
と示す閾値密度値とを定義する。
【００７１】
　このように、トリガ情報をいくつかのフィールドにおいて送信することができる。第１
のフィールド６０１は、閾値数を示すことができ、第２のフィールド６０２は閾値密度値
を示すことができる。
【００７２】
　局は、計算された密度レベルについて、その合計値が閾値密度値以下である間これを合
計することにより、合計値を計算することができる。そして、局は、合計された密度電力
レベルの数と閾値数との比較に基づき、対応する測定結果をＣＭＭユニット１０１に送信
すること又は送信しないことを決定する。
【００７３】
　こうして、たとえば、局は、合計された密度レベルの数が閾値数より大きい場合、対応
する測定値をＣＭＭユニットに送信する。それは、計算された密度レベルが重要性を持つ
十分な電力値範囲があることを意味する。
【００７４】
　より正確には、計算された密度レベルのうちのいくつかが、測定によって提供される密
度レベルのうちから選択される。こうした選択を、任意の所定の規則に従って実行するこ
とができる。
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【００７５】
　本発明の一実施形態では、電力値範囲は、電力値の昇順で並べられる。局は、最高電力
値範囲に対応する計算された密度レベルから開始して、その合計が密度レベル閾値以下で
ある間、他の連続した電力値範囲を下降しつつ、他の計算された密度レベル（複数可）を
連続して選択することによって、最大数の計算された密度レベルを合計する。
【００７６】
　言い換えれば、電力レベルＰは、以下の式を満たす最小値として計算される。
【００７７】
【数１】

【００７８】
　そして、測定結果は、以下の式が満たされる場合にのみＣＭＭユニットに送信される。
【００７９】

【数２】

【００８０】
　たとえば、広い電力範囲は、各々計算された密度レベル０、５、２、１０、５、３、４
、０を有する、８つの連続した電力値範囲Ｐｒａｎｇｅ（０）～Ｐｒａｎｇｅ（７）に分
割される。
【００８１】
　トリガ情報の第１のフィールドが、数閾値、すなわち３に等しいＮ＿Ｔｈを示し、トリ
ガ情報の第２のフィールドが、密度値閾値、すなわち１０に等しいＤｅｎｓｉｔｙ＿Ｔｈ
を示す場合、局は、式（１）に従って上述したように数Ｐを計算し、４に等しいＰを得る
。
【００８２】
　式（２）が満たされるので、局は、この測定結果をＣＭＭユニットに送信することを決
定する。
【００８３】
　こうした状況では、対応する測定結果は、計算された電力値範囲の少なくとも一部に対
応する測定結果が重要性を持つ場合にのみ送信される。このため、測定報告目的に関する
帯域幅消費を、状況によっては大幅に抑制することができる。
【００８４】
　図７は、本発明の一実施形態による局を示す。局１０２は、測定タイプを示すとともに
トリガ情報を含む測定要求メッセージ２０１を受信するように適合された、インタフェー
スユニット７０１を備える：
・測定要求メッセージ２０１を受信すると、指示された測定タイプを実行し、対応する測
定結果を提供するように適合された測定ユニット７０２
・トリガ情報に基づいて測定結果の少なくとも一部がＣＭＭユニットに送信されるか否か
を判断するように適合された判断ユニット７０３
【００８５】
　図８は、本発明の一実施形態によるＣＭＭユニットを示す。ＣＭＭユニットは、対応す
る結果を提供するように測定を実行することを要求するために、局に対し測定要求メッセ
ージ２０１を送信し且つ局から対応するメッセージ２０５を受信するインタフェースユニ
ット８０１を備える。
【００８６】
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　任意の他の測定タイプに関連してトリガ情報を定義することにより、本発明の一実施形
態を、そのような測定タイプに対して適用することができる。
【００８７】
　本発明の一実施形態を、８０２．１１ｈに基づく無線ネットワークにおいて実行するこ
とができる。こうしたネットワークでは、いくつかの測定タイプがすでに存在する。
【００８８】
　こうした既存のネットワークにおいて本発明の一実施形態を実施するには、トリガ情報
を含むトリガ情報フィールドを追加するためにフォーマットメッセージを１つ変更する必
要がある。
【００８９】
　有利には、後方互換性を可能にするために、別の変更を実行することができる。言い換
えれば、こうした変更により、本発明の一実施形態によって、ネットワークは、実行され
ると送信される既存の測定タイプを要求することができ、且つ、トリガ情報に関していく
つかの条件が満たされる場合にのみ送信される新たな測定タイプを要求することができる
ようになる。
【００９０】
　こうした変更を、新たな測定タイプ識別子を既存の測定タイプ識別子に追加することに
より実行することができる。
【００９１】
　このように、既存の局は、測定要求メッセージが、局が既知ではない、より明確には新
たな測定タイプ識別子である測定タイプ識別子を指示する場合、このメッセージを無視す
ることができる。
【００９２】
　最後に、本発明の一実施形態を、既存の無線ネットワークで容易に実行することができ
、それは、有利には、送信帯域幅を節約することを可能にする。
【００９３】
　当然ながら、上記説明から、他のタイプの測定、特にＩＥＥＥによって標準化された８
０２．１１ｋプロトコルによって規定されるようなタイプの測定に対し適合される本発明
の一実施形態を容易に導くことができる。
【図面の簡単な説明】
【００９４】
【図１】本発明の一実施形態による無線ネットワークを示す図である。
【図２】本発明の一実施形態によるメッセージ交換を示す図である。
【図３】本発明の一実施形態による測定要求メッセージフォーマットを示す図である。
【図４】本発明の一実施形態による測定要求メッセージフォーマットを示す図である。
【図５】本発明の一実施形態による測定要求メッセージフォーマットを示す図である。
【図６】本発明の一実施形態による測定要求メッセージフォーマットを示す図である。
【図７】本発明の一実施形態による局を示す図である。
【図８】本発明の一実施形態によるＣＭＭユニットを示す図である。
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